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室戸 阿南 海岸 国定 公園 を 通っ て 徳島 か ら 高知 へ 四国 東岸 を ぐる り 周 遊 
美しき 世界 . 韻 光 の 四国 東海 岸 周作 
土佐 赤 剛 . 給 金 祭り と 「 モ ネ の 庭 」 を 訪ね て "で we 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 株 ) 


iM 出先 地 | 3 人 1 


PSE 


em 144.000 円 145,000 円 162,000 円 
は 124.000 円 125,000 円 142.000 円 


大 阪 募集 コー ス で す 。 派 乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 計 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 
"ん バス また は と さ で ん 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 現地 合流 に つい て 
は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 絵 金 持 り は 急 休 中 止 の 場合 も あり ます 。 ま 
た 中 止 の 場合 で も ツア ー は 出発 いた し ます 。 ※ 量 鞍 の 花 の 時 半 温 淀 性 硬 首 ( 赤 や 白 な ど ) の 時 期 
4 月 下旬 ^ ご 10 月 上 旬 、 替 性 ( 育 ) の 時 期 6 月 下旬 ご 10 朋 下旬 


行程 つ バ ス 衣 空 人 … 徒歩 


= 列車 一 般 その 他 


大塚 国 際 美 術 館 ( 向 汽 で 原寸 大 に 再現 され た 西洋 名 画 を 代 賞 、 世 界 中 に 点 在 す 
る ゴッホ が 描い た 花瓶 の 「 ヒ マ ワ リ 」 全 7 点 を 一 堂 に 展示 。 戦 宰 に より 焼失 し た 幻 の 
「 ヒ マ ワ リ 」 も 含ま れる ) っ 夕刻:JR 林 テル クレ メン ト 徳 | 
午前 : 宿 薬王寺 (四国 寺 場 第 23 番 札所 ・ 厄 除け の 寺 ) 南 阿 波 サ ン ラ イン ( 太 
平 洋 を 望む 絶景 ドラ イブ ) つむ ろ と 廃校 水族 錠 (小学 校 を 改修 し て 作ら れ た 水族 館 ) 
パー ク ガ イド と 学ぶ 地球 の 神秘 と 絶景) 一 奈半利 駅 三 土佐 くろ 
鉄 ん ・ な は り 線 ( 海 の 絶 暴 が 自慢 、 自 由 席 ) 夜 因 一 ホテ ル (チェ 
ッ ク イ ン 、 早 目 の 和 廊 会 席 夕 食 ) 土佐 赤 岡 ・ 給 金 持 り (商店 街 に 
絵 記 峰 や 絡 金 環 伝 、 特 別 展 示 が ある 絵 金 厳 な ど 自 由希 賞 ) つ 夜 : よ 
Royal Hotel 土佐 泊 (太平 洋 を 一 職 で きる 高台 に ある リゾ ー 
洋 深 層 水 の 露 天風 呂 で 古く) 
ー 北 川村 「 モ ネ の 庭 」 マ ル モ ッ タン ( 絵 に な る 花 の 世界 、 モ ネ が 描い た 
可 炎 な 雰 較 気 を 再現 し た お 大 つ 伊 尾木 洞 (秘密 の 洞窟 と 幻 門 的 な 緑 の 世 界 ) 


@ ゆ ツアー 参加 者 の み の 特別 見 学 や 島 が まる ご と 美術 館 に な っ た 2 つの 島 を 


案内 人 同行 で めぐ り ま す 


芸術 を 楽し む 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 出発 日 | 出発 地 3 人 1 底 DWE 
蘭 190,000 円 、192,000 円 198.000 円 
| は 欧 | 167,000 円 169.000 円 175.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗 員 は 初日 東 京 駅 か ら 最 昌 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 逢 用 
バス 会 社 : 両備 バス また は 岡山 交通 また は 岡 電 バ パス 、 小 豆 島 交通 また は 大 川邊 動車 ※ 部 屋 タ イプ : 洋 
室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P59 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※2 日 
目 ・3 日 目 の 行程 中 参加 人 数 に より 二 班 に わか れ て 見 学 す る 場合 が あり ます 。 


行程 パス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 尋 その 他 


中 
後楽 園 (日 本 三 名 園 の ひと つ ) 倉敷 国際 ホテ ル (チェ ッ ク イ ン ) … 倉敷 美 観 
地区 自由 散策 … 大 原 美術 館 (日 本 最初 の 西洋 美術 中 心 の 私 設 美術 館 。 モ ネ ・ 
グレ コ ・ ル ノワ ー ル な どの 西洋 画 な ど 、 閉 館 後に 解説 貞 の 案内 で 特別 鑑賞 ※ 
13 日 発 は 翌日 開館 前 に 特別 鑑 費 ) … 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (夕食 は 料理 旅館 鶴 形 
に て 和食 会 席 を ) 

午前 : 宿 宇野 港 一 直島 ・ 宮 浦 港 > [案内 人 同行 ] > ヴァ レー ギャ ラリ ー つ っ 
地 属 衝 美術 館 (アー ティ スト ・ 李 内 と 建築 家 ・ 安 膝 中 症 の コラ ボレー ショ ン に よ 
る 美術 館 ) つべ ネッ セハ ウス ミュ ー ジ アム (「 自 人 ・ 利 築 ・ ア ー ト の 共生 」 を コ 
ン セ プ ト に 、 安 礎 思 雄 が 設計 し た 雲 術 代 ) っ 家 ブ クト 宮浦 海 一 高松 湊 
ー タ 到 : JH ホテ ルク レ メ ン ト 高 松 泊 (さぬき うま いも ん 和食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 …[ 案 内 人 同行 ] … 高 松 洪 (作品 給 介 ) 豊島 ・ 家 清 港 豊島 横尾 館 ( ア 
ー テ ィ ス ト ・ 憶 尾 選 L と 建築 家 ・ 永 山 祐 子 に よる 展示 空間 ) 甲 生地 区 の 屋外 作品 
第 賞 唐橋 の 清水 、 空 の 粒子 作品 中 賞 豊島 美術 館 ( 源 戸 内 海 を 望む 小高 い 
丘 に 建設 され た アー ティ スト ・ 内 藤 礼 と 四 穫 家 ・ 西 沢 立 逢 に よる 未 術 館 ) … 唐 本 港 
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大 原 美 術 館 か ら 瀬 戸 内 海 
に 浮か ぶ 現 代 アー ト の 島 直島 豊島 へ 


大 阪 発 | 6CEX5E70 


モネ の 放 (温帯 性 ) 大 委 国 際 美 術 館 


シス ティ ー ナ ・ ホ ー ル 


写真 は 大 塚 国際 寺 術 能 の 展示 作品 
を 撮影 し た も の で す 


絵 金蔵 
年 に 一 度 の 祭礼 ・ 総 金 然 り で は 夜 の 
7 時 か ら 2 時 問 、 商店 特に 並べ られ る 
検 金 放 風 が 藻 暗 い 世界 に 浮か び 上 が 
る 追 カ の アー ト で す 。 


Royal Hotgl 土佐 外観 


室戸 阿南 海岸 国定 公園 を 通っ て 徳島 か ら 室 戸 岬 、 高 
知 へ 四国 東岸 を で る り 周 遊 。 黒潮 な が れる 太平 洋 、 
本 表 モ 財団 か 6 世界 で 只 ゆめ られ た 園内 を 彩る 
北川 村 「 モ ネ の 庭 」 な ども 立ち 寄り な が ら 6 美しい 風 
景 、 絵 に な る 風景 を 楽し み ま す 。 夜 は 外 気 を は ら う 
「 曽 赤 」 の 描写 の 絵 金閣 夜 に 浮か ぶ 美 し き 世界 へ 。 


6AEW5Fo0| 誤 


最少 催行 人 員 : 12 名 


ー ジ アム 家 プ ロジ ェクト 「 角 屋 」 
写真 : 山 本旨 


ベネ ッ セ ハウ スミ 


写真 : 競 只 


豊島 美術 之 


豊島 穂 尾久 


芸術 ・ ア ー ト を 楽し む 3 日 間 。 大原 美術 館 団 館 後 ま 
た は 開 公 前 に ツァー 参 加 者 の み の 特 別 見 学 ・ 解 説 員 
の 案内 で 作品 を 凶 賞 する 「 イ プ ニ ン グ (また は モー 
ニン グ ) ツア ー」 で 作品 を じっくり 楽し み 、 ア プー ト 
の 島 と し て 有名 な 瀬戸 内 海 に 浮か ぶ 「 直 島 」 と 「 

島 」 も 訪ね ます 。 今回 は 島 が まる ご と 美術 館 に な っ 
た 2 つの 島 を 2 日 間 か け て 案内 人 同行 で 見 学 し ます 。 


